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①清の全盛期。ムガル帝国は衰退。オスマン帝国も徐々に衰退

②英仏のアジア進出により諸文明の交流は∃―ロッパ主導になる

③ロシア帝国は領土をさらに拡大
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大黒屋光太夫
“

7馴～1820
一回シアを見た漂流民一

江戸中期の伊勢の船頭。江戸ヘ

航行中,漂流しアリューシャン列

島(アムチトカ島)に漂着。その後

カムチャツカを経て,ロシアの首

都ペテルブルクに至り,1792年ラ

クスマンに伴われて奇跡的に帰国。

彼の見間をもとに『北撻間略』が

編纂され,日本の洋学の発展に貢

献した。

①ロシア女帝エカチェリーナ 2世に謁見す
る大黒屋光太夫 光太夫は,皇帝に直接帰国を

嘆願するためロシアの首都ペテルブルクに向かい,

そこで女帝エカチェリーナ 2世 (OP144写 )に謁見を

許され,フランス風の礼装に身をかため女帝の手に

接吻をした。また,博物館 病院などを見学するな
どロシアの社会に直接触れることができた。

対日貿易の機会をうかがっていた女帝は,漂流民

の送還を利用しようとした。1792年第 1回遣日使節

ラクスマンは,光太夫らを伴つて根室に入港した。

誇イ封電葛

―
光太夫の往路

… … ―光太夫の帰路

○江戸の日本橋付近 18世紀の江戸は,当日寺の ,r
ロンドン パリをしのぐ世界最大の100万人都市で r
あつた。「お江戸日本橋七つ(午前4時頃)立ち」と歌 11

われるように,日本橋は五街道の起点であり,江戸 1'
に入る物資の集散地としてにぎわつた。

0『解体新書』(1774年刊)蘭学は,徳り1吉宗の
洋書解禁(1720)を 機に発達した。西洋医学の解剖書
『ターヘル=アナトミア』を杉田玄自らが翻訳した。
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